
高
梁
の

近
代
化
遺
産
⑬人道跨線橋の支柱は、山陽線の熊山駅や金光駅に残る鋳

ちゅうてつ

鉄製
から古レールへと移り変わりました。備中高梁駅跨線橋の２
番線側には「１９６４−３」のプレートが貼られています。

伯
備
線
備
中
高
梁
駅
（
旭
町
）

　

明
治
20
年
、
山
陽
鉄
道
神
戸
・
馬ば

関か
ん

（
現
在
の
下

関
）
間
の
敷
設
計
画
が
現
実
味
を
帯
び
ま
し
た
。
こ

の
動
向
に
い
ち
早
く
反
応
し
た
の
が
鳥
取
・
島
根
県

の
議
員
達
で
し
た
。
同
年
、
境
か
ら
岡
山
へ
の
鉄
道

を
提
唱
し
た
の
で
す
。明
治
25
年
、「
鉄
道
敷
設
法（
法

律
第
４
号
）」
交
付
。
姫
路
、
岡
山
、
倉
敷
ま
た
は

玉
島
と
境
を
結
ぶ
３
ル
ー
ト
が
謳う

た

わ
れ
ま
し
た
。
倉

敷
・
境
間
の
鉄
道
、
つ
ま
り
伯
備
線
が
国
家
認
識
を

得
、
明
文
化
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ル
ー
ト
の
道
路
開
削
を
最
初
に

訴
え
た
の
は
山
田
方
谷
で
す
。
新
橋
・
横
浜
間
に
鉄

道
が
開
業
し
た
翌
年
、
明
治
６
年
に
「
備
中
玉
島
港

よ
り
伯
州
米
子
港
に
至
る
車
路
開
通
存
意
書
」
を
起

草
し
て
い
ま
す
。（『
高
梁
市
史
（
高
梁
市
、
昭
和
54

年
）』）。

　

伯
備
線
の
敷
設
は
、
大
正
５
年
の
軽け

い
べ
ん便

鉄
道
根ね

う雨

線
伯
耆
大
山
・
根
雨
間
の
工
事
着
工
に
始
ま
り
、

大
正
７
年
の
「
改
正
鉄
道
敷
設
法
」
を
経
て
官
営

工
事
と
な
り
ま
し
た
。『
伯
備
線
建
設
概
要
（
鉄
道

省
岡
山
建
設
事
務
所
、
昭
和
３
年
）』
に
よ
る
と
、

伯
備
北
線
新
見
・
伯
耆
大
山
間
延
長
74
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
予
算
は
７
６
２
万
８
０
０
０
円
、
伯
備

南
線
倉
敷
・
新
見
間
延
長
64
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

４
９
４
万
９
千
円
。
昭
和
３
年
10
月
25
日
に
倉
敷
・

伯
耆
大
山
間
全
線
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

備
中
高
梁
駅
は
、
伯
備
南
線
第
５
工
区
備
中
広

瀬
・
木
野
山
間
延
長
９
・
４
５
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

於
い
て
、
大
正
15
年
６
月
20
日
に
開
業
。
総
工
費

２
万
１
８
４
８
円
は
、
扇せ

ん
け
い形
機
関
車
庫
が
建
設
さ
れ

た
新
見
駅
に
つ
ぐ
も
の
で
、
中
国
鉄
道
吉
備
線
と
の

接
続
駅
と
な
っ
た
西
総
社
（
現
在
の
総
社
）
駅
よ
り

も
高
額
で
し
た
。

　

駅
長
室
、
駅
務
室
の
あ
る
建
物
を
本ほ

ん

屋や

と
呼
び
ま

す
。
備
中
高
梁
駅
本
屋
の
入
口
と
、
１
番
線
の
上う

わ

屋や

支
柱
に
は
大
正
15
年
と
記
さ
れ
た
「
建
物
資
産
標
」

が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
屋
の
壁
面
に
モ
ル
タ
ル
が

塗
ら
れ
た
の
は
関
東
大
震
災
後
の
防
火
対
策
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
１
番
線
の
佇た

た
ず

ま
い
は
大
正
か
ら
昭
和

中
期
に
か
け
て
の
鉄
道
駅
そ
の
も
の
で
す
。
一
部
木

造
の
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
う

を
支
え
る
は
八や

幡は
た

製
鉄
所
製
の
レ
ー

ル
。
高
価
だ
っ
た
レ
ー
ル
は
、
本
来
の
役
目
を
終
え

た
後
も
支
柱
や
柵
な
ど
に
転
用
さ
れ
ま
し
た
。
備
中

高
梁
駅
で
は
、
２
番
・
３
番
線
と
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

横
の
上
屋
支
柱
に
輸
入
レ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
レ
ー
ル
の
腹
板
を
見
て
く
だ
さ
い
。
明
治
30
年

に
中
国
鉄
道
会
社
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
レ
ー

ル
も
あ
り
ま
す
。

　

１
番
線
の
跨
線
橋
横
の
柵
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
前
の
柵
に
は

小
型
の
古
レ
ー
ル
。
旧
専
売
公
社
の
引
込
線
に
は
ベ

ル
ギ
ー
の
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
社
製
の
レ
ー
ル
が
敷
か

れ
て
い
ま
す
。
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
景
色
の
中

に
は
、
鉄
道
史
の
語
り
部
達
が
現
役
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
古
レ
ー
ル
は
岡
山
駅
な
ど
た
く
さ
ん
の
駅
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
レ
ー
ル
の
使
わ
れ
た
建

造
物
や
構
造
物
は
、
大
正
か
ら
昭
和
30
年
代
に
か
け

て
造
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）
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われたレールです。
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